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 地形の変化に富む京都盆地の山裾部には，多くの名勝や庭園が存在するが，これらのうちの多くがもと

は平安時代の別業であった．本研究は，平安京周辺部の別業を対象として，別業の周囲の地形がつくる空

間の特性について考察を行った結果，別業では，[1]二方向以上を視対象となる山によって囲繞されており，
[2]別業を中心として地形を境界とする視覚的な閉鎖空間が形成されており，[3]囲繞されながらも眺望
性・見通しにも優れていた可能性があったことが共通の特徴であることを明らかにした．さらに，地形条

件によって，空間の規模などの空間的特性の異なる4つのタイプの地形的囲繞があることを示した．また，
平安京周辺部は，別業を中心とする地形的囲繞空間が連なる構造を有していることを示した．  
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1.  研究の背景と目的 
 
(1) 背景と目的 

地形の変化に富む京都盆地の山裾部には，多くの名勝

や庭園が存在する．古来人々は，地勢に勝れた地を選び，

別荘や寺院を造り上げてきた．これらの起源を遡ると，

平安時代に造営された別業であることが多いことが分か

る(次頁図-1)．別業は，貴族たちが平安京内の住まいと
は別に，自然との接触を楽しむ場所として造営された別

荘である．この別業の選地は，後の時代に風景文化が展

開する場所を選んでいるという点で，日本の風景の歴史

を考える上で重要な意味を持っている． 
これら別業の地を概観すれば，山々や谷などの自然地

形によって囲繞されるという共通した空間的特徴がみら

れる．藤原京や平城京，出雲国などの古代都城において

既に，山に囲まれた地を好んで選んでいた1)．別業の造

営においても，地形がつくる適度の囲繞感や領域感覚，

周囲の景観が重要視されたと推察できる．地形がつくる

どのような空間的特性に，人間が好ましさを感じてきた

かを知るにあたり，平安京郊外の別業は最適な研究対象

であると考えられる．このような地形がつくる空間的特

性は，近代以降の都市建設・計画において，十分な評価

をされてこなかったが，今一度評価されるべきであろう． 
本研究は，平安京郊外の別業における地形的囲繞の空

間的特性について明らかにすることを目的とする．まず，

別業における地形に対する認識を基礎的情報として整理

するために，当時の文献資料から別業周囲の地形に対す

る記述の内容を整理する（2章）．本論では，時代変化
による変化が少ない地形を手がかりに，三次元地形モデ

ルを用いて空間を再現した上で，各別業における地形的

囲繞の空間的特性を定量的に把握し，さらに地形条件を

考慮した上で地形的囲繞の分類を行い，各タイプごとに

空間的特性に関する考察を行う（3章）．  
 

(2) 研究の位置づけ 

 地形がつくる空間的・景観的特性についての先行研究

として，古来日本人が好んだ空間的構造に関する樋口の

研究2)や，港における地形的囲繞の空間の特性について

明らかにした斎藤らの研究3)，山間部の城下町を対象に

して地形的囲繞による空間の領域性を明らかにした今

野・堀の研究4)，盆地地形内の集落と山との景観的関係

を明らかにした秋本らの研究5)などがある．本研究は，

これらの先行研究の基本的な考え方を引き継いでいるが，

既往研究が伝統的集落や港，城下町を扱っているのに対

して，本研究では風景を楽しむための場所としての性格

がより強い別業を対象にすることで，地形や山と風景と

の関係について，異なる側面から明らかにできると考え

た．また，囲繞された内部の視点から，地形の見えをも

とに空間的特性を考察するという点も本研究の特徴であ

る． 
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 平安時代の別業に関する既往研究として，歴史地理学

や文学において研究の蓄積があり6)，なかでも『平安京

提要』7)には，別業に関する多くの知見がまとめられて

いるが，これらは別業周囲の地形がつくる空間的特性に

は言及していない．また，別業の地形がつくる空間的特

性について論じた山田や星野・斎藤の研究8),9)や，地形が

つくる景観的特性について借景に着目した本中の研究10)

が参考になるが，これらは別業における地形的囲繞の空

間的特性については言及していない． 
 

(3) 研究の方法 

 『平安京提要』の「離宮と別業」で取り上げられた別

業の立地は，1)野・山の辺，2)川・池の辺（特に巨椋池
と桂川），の 2つに大別できる．本研究では，地形によ
る囲繞に着目するため，『平安京提要』で取り上げられ

た別業のうち，立地が特定できないものと，池・川辺の

ものとを除いた，15 の別業を研究対象とした11)．これら

の別業と，平安京内の有名な庭園の立地を図-1 に示す． 
 地形的囲繞は，空間的概念であるが，視点からの見え

によって認識される．そこで本論では，別業の周囲の地

形がつくる空間的特性について明らかにするために，別

業周囲の地形を 3次元コンピュータグラフィクス上に再
現した上で，1) 山の仰角と見渡し角度による空間の囲繞
性の評価，2) 可視領域・囲繞距離からみた空間の閉鎖性
と領域空間の規模の評価，3) 可視領域から見た眺望性の
評価，の三点から定量的な把握を行った．本研究では，

さらに，別業周囲の地形条件に着目し，地形条件ごとに

囲繞の仕方を類型化し，それぞれについて空間的特性を

考察した（3章）． 
  地形の再現には，国土地理院発行の標高データ「数値
地図 50m（標高）」と「数値地図 5m（標高）」とカシ
ミール12)を用いた．作成したモデル空間上で，別業の立

地地点を視点場として，周囲を 360°カメラで撮影し，展
望図を出力，同時に可視領域を出力した（例：嵯峨院か

らみた展望図，図-2）．  

 

 

2.  史料にみる別業周囲の地形に対する認識 

 

 本章では，別業における地形に対する認識についての

基礎的情報を整理することを目標として，代表的な別業

に関連する文献資料（詩歌や物語などの文学作品を含

む）の記述から，別業ごとの地形に関する記述内容を整

理した．ただし，本章で取り上げた別業は，周囲の地形

に関する十分な記述が見られるものに限られた． 

 

(1) 別業の概要 

 別業造営の目的は，豊かな自然環境の中での，1) 遊猟
における休息，2) 漢詩・和歌の会や，管絃・酒宴を開く
こと，3) 避暑，4) 隠居，であったとされる13)．別業の地

は，人々が山水の面影を感じ，詩を賦し，和歌を詠む，

文芸の中心となる場所であった．そのため，別業におい

て詠まれた詩歌からは地形に対する認識が読み取れると

考えられる． 
 当時の別業の様子の詳細を明らかにする文献史料が少

ない中で，平安末期の別業の様子を描いた唯一の絵図史

料に，国宝の「山水屏風」（神護寺・鎌倉初期）がある． 

 別業名 現在地 

a 嵯峨院 大覚寺 

b 棲霞観 清涼寺 

c 藤原良房山荘  

d 日野家別業  

e 藤原定家山荘 厭離庵 

f 人康親王山荘  

g 源融別業 宇治平等院 

h 藤原公任山荘  

i 南淵年名別業 赤山禅院/修学院離宮 

j 藤原氏宗山荘  

k 清原夏野山荘 法金剛院 

l 藤原実能山荘 龍安寺 

m 仲資王別業 鹿苑寺金閣 

n 藤原関雄山荘 永観堂 

仰角 
14° 
 9°  
 5° 
 0° 

南 南 北 西 東 

 図-2 地形モデルを用いた 360°方向の展望図（例：嵯峨院） 

仰角5°以上の囲繞範囲θ=249° 

図-1 平安京周辺の地形と別業の立地 
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山水屏風には，3 つの別業が描かれており，その周囲に
はなだらかな山の峰が数多く描かれ，これらは別業を囲

繞している（図-3，表-1）．描かれた数多くの山峰から

は，別業での生活において，周囲の山を重要視していた

可能性を伺い知ることができる． 

 

(2) 文献資料にみる別業周囲の地形に関する記述 

a) 嵯峨院 （a） 

 嵯峨院においては，唐風をならった詩会がしばしば開

かれ，多くの漢詩に別業の景色が詠まれている．たとえ

ば「嵯峨之院埃塵外…地勢幽深14」」や，「此地幽閑人

事少」「山院幽深無所有15」」と表現されているように，

周囲の奥深い地勢が詠まれ，そこが京中の俗塵とは無縁

であることが度々賞賛されている．嵯峨野には他に棲霞

観 (b) や定家の山荘 (e) などの別業の造営があった． 
b) 良房別業（白河院）（c） 

 東山の山麓に形成した扇状地である白河の地に造営さ

れた良房別業（白河院）については，『本朝麗藻』16)に

「白河院者，城東第一之山庄也．積九峯於華岳，十其峯

而化成．（白河院は城東第一の山荘である．山々は華岳

にある多くの峰を積み重ね，その山峰を十倍したほどに

聳え立っている．）…盖風月勝賞之家，春秋耻酔之地也．
（風月景勝の邸宅なのであり，春秋行楽の土地なのであ

る）」とあり，周囲の山並みが作り出す景観が評価され

ている．同時に「春色眇焉処々生 望無辺畔幾多情 … 

四面紅花風豈限 寸眸緑草境難名（春の景色は遠く高く

して此処彼処にあまねく生成し，眺めればそれは際限な

く続いて幾多の情を掻き立てずにはおかない．…四方の
赤き花咲く風景はほとんど無限に広がり，眼に映ずる緑

なす草の境界もそれとは判別しかねる．）」と，別業周

囲の野の広がりが評価されている．この白河の地には，

9世紀以降，数々の藤原家の別業の造営があった． 
 粟田の山荘（詳細は不明）を訪ねた藤原公任は，「浮

き世をば峰の霞やへだつらむなほ山里はすみよかりけり

（千載和歌集,1188）」と，峰（と霞）によって京中と
は隔てられた，住みよい「山里」の境地を歌にしている．

ここでは，別業（山里）は「住み良い場所」として捉え

られている．「峰の霞やへだつらむ」という言葉からは，

山里が憂き世から離れた逃避先であることを実感するた

めに，「峰」すなわち地形が，都と山里とを分ける心理

的な境界として認識されていたことが読み取れる． 

c) 源融別業（g） 

 宇治にある源融別業（後の平等院）は，『本朝文粋』

に「洛城の南面に．一の勝境有り．蓋乃ち左相府の別業

なり．長河其前を経．湖尾を洩らして兮海口に漸る．四

山其畔を廻り．西葱を疊みて兮東莱を峙つ．17)」と，川

を挟んで四方を山に囲まれた「勝境」であると表現され

た．同じく『本朝無題詩』には「宇県風流趣奈何 翠簾

四面得山河 春花秋月不如此 金谷南楼其任他（宇治の

自然の趣はどうかというと…．みどりの簾の四方には美
しい山河が眺めやられる．春には花，秋には月と，折節

この地には及ぶところはあるまいし，あの金谷園や南楼

とて問題ではない．）18)」とあり，周囲の山並みの景観

が高く評価されていた． 
 『源氏物語』「椎本」には，源融別業がモデルとされ

る宇治の別荘からの眺めが，「野山のけしき，まして 
袖の時雨をもよほしがちに，ともすればあらそひ落つる

木の葉の音も，水の響きも， 涙の滝も，一つもののや
うに暮れ惑ひて，（野山の様子，まして時雨が涙を誘い

がちで，ややもすれば先を争って落ちる木の葉の音も，

水の響きも，涙の滝も，一緒のように分からなくなっ

て，）19）」と表現されている．ここでは野山の景色が

山里における孤独や寂寥と結びつけられ，庭の景色は周

囲を取り囲む山や川の景色と一体として捉えられている． 
d) 清原夏野山荘（j） 

 清原夏野山荘 (j)は，北は五位山，西は双岡に隣接し，
南方は開けている．仁明天皇が訪れ，水木を愛賞し20），

遊猟時には「蹕於墳上ニ駐メ，以四望地ト為ス21)」と，

四方を展望できる場所として評価されていた． 
 平安初期において，平安京の四方に広がる野は，天皇

が祭祀，巡狩する地であった．この野行行事において，

重要であったのは，天皇の四周の山川を望覧することで

あり，それはすなわち四方を治めるということであった

と指摘されているように22），行幸・遊猟の地としての

位置 描写の特徴 

場面 

左 

なだらかな山の峰により周囲を囲まれた寝殿

造り風の建築と苑地，池に面した建築内での

貴族らの遊楽の様子が描かれている．  

場面 

右 

周囲を大きく山並みに囲まれ，川に面する建

築と，野で遊ぶ貴族らが描かれている．敷地

の一部を垣によって囲んでいるが，人工物に

よる明確な敷地の囲繞は見受けられない． 

中央 高山を背負い，周囲を近距離の山によって囲

まれた建築が描かれている．     図-3 「山水屏風」に描かれた別業と山（峰および建築の輪郭線は筆者加筆） 

 

  表-1 「山水屏風」における描写の特徴 
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別業は，祭祀的な意味で，四方の眺望に優れていること

が重要視された． 

e) 南淵年名別業（k） 

 『源氏物語』「夕霧」の舞台となった小野は，現在の

修学院あたりであると考えられている23）．「小野の山

里」の景色として，「夕霧」では「ことに深き道ならね

ど，松が崎の小山の色なども，さる巌ならねど，秋のけ

しきつきて，都に二なくと尽くしたる家居には，なほ，

あはれも興も まさりてぞ見ゆるや．（特別深い山道で
はないが，松が崎の小山の色なども，それほどの岩山で

はないが，秋らしい様子になって，都で又となく善美を

尽くした住居より，やはり，情趣も風情も立ち勝って見

えることであるよ．）24）」と表現されている．ここで

は，野山の景色の美が積極的に捉えられている． 
 平安中期以降，物語や和歌などの文学作品の中で，別

業は，都に対する「山里」（山里にある別荘や山寺とい

う意味も含む）としてしばしば描かれた．源氏物語には

「山里」という言葉が 58 例あり，その大半が，宇治と
小野の二箇所であったことが指摘されている25）．  

 

(3) まとめ 

 前節に挙げた地形に関する記述からは，別業では，周

囲の山並みの景観や，山に四方を囲繞されることが，評

価されていたことが確認できた．山による囲繞や山の景

色は，都とは離れた幽深な隠遁地の景色や，山里の景色

を構成する主要な要素であったと考えることができる．

また，地形が別業の地と都の俗塵と隔てる境界として認

識されていたこと，別業では山に囲繞されるだけでなく，

四方を展望することや野の広がりを感じることも評価さ

れていたことが確認できた．  

 

 

3.  別業における地形的囲繞の空間的特性 

 

 本章では，地形的囲繞が生み出す，様々な空間的特性

に着目する．それは，1) 山などの緑地によって囲まれる
ことで得る豊かな自然性であり，2) 地形が視覚的境界と
なって生まれる領域性や閉鎖性，それによって生じる内

側性（外側との区別）26）である．また，3) 囲繞されな
がら眺望を得られる空間は，アプルトンの隠れ場-眺望
理論27）における生息適地の条件を満たす． 
 本論では，このような別業における地形的囲繞の空間

的特性を把握するために，別業の位置を中心（視点の位

置）として，1) 山の仰角と見渡し角度による囲繞性の評
価，2) 可視領域・囲繞距離からみた空間の閉鎖性と領域
空間の規模の評価，3) 眺望性の評価，を行った．  
 

(1) 仰角を用いた囲繞性の評価 

 本節では，別業において，視覚的にどの程度山に囲ま

れていたかを明らかにするために，前に述べた展望図

（図-2）を用いて，四方の山の仰角を計測した（図-4）．

広場や街路などの囲繞性を測るためにしばしば用いられ

る指標にD/H28）があるが，これは囲繞を構成する要素が，

建築物等のように近距離にある場合については適用可能

であるが，山による囲繞については，その距離・規模の

大きさからD/Hを用いるのは適当でないと判断した．本
論では，山による囲繞性を測るために，仰角を用いた．

囲繞感が得られる仰角の目安として，山として意識され

始める仰角5°以上29），山が視対象としてみられるとされ，

さらに閉鎖性感覚の下限の目安30）となる仰角9°以上，と
し，視界のなかで山が仰角5°以上に見える水平視野の角
度（見渡し角）θと，仰角9°以上の水平視野の角度（見
渡し角）φを測定した．この結果を表に整理したのが
図-5である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-4 別業からみた山の仰角の水平分布 

      図-5 仰角別にみた山並みの水平囲繞角度の分布 

a.嵯峨院     b.棲霞観     c.良房山荘    d.日野家別業 

e.定家山荘    f.人康親王山荘 

g.源融別業     h.藤原公任山荘    i.南淵年名別業      j.藤原氏宗山荘 

k.清原夏野山荘    l.藤原実能山荘     m.仲資王別業      n.藤原関雄山荘 

仰角 
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 その結果，別業からみた，山として意識され始める

(仰角5度以上の)山の見渡し角θは130~250°の範囲に分布
した．また，対象とした別業の2/3で，θが180°を超えて
いる．これは視覚的にみて，一方向を完全に山に囲繞さ

れていることを意味している．対照的に，神泉苑や高陽

院などの平安京内の庭園ではθが約0~2°と非常に小さい．
さらに，視対象として意識される(仰角9度以上の)山の
見渡し角φは約60~150°の範囲内で広く分散した．水平方
向の静視野が約60°31），閉鎖性感覚が始まる空間視野が

約90°32）であること考えると，別業から山が強く意識で

きていたことに加えて，山による視覚的な閉鎖性感覚も

強かったといえる． 
 山の仰角のみを基に判断すれば，周囲二方向以上

(130°以上)を仰角5°以上の山によって囲繞された別業で
は，周囲の山並みによって囲繞される感覚は非常に強か

ったと考えられる． 
 

(2) 領域空間の規模の評価 

 本節では，別業において，地形を境界としてどのよう

な領域空間が生じていたかを明らかにするために，可視

範囲をもとに領域空間の規模を把握した．ただし，山が

つくる領域空間に着目するため，山として意識される仰

角5°以上の範囲に限った． 
 そこで地形モデル上で可視領域を出力し（可視範囲図

は次頁図-6），仰角5°以上の範囲（θ）のみに限り可視範
囲の面積（S）を計測し，その面積Sから，可視範囲の平均
距離L（

€ 

L = 360S /πθ ）を計算した(図-7)．  

 この結果，全ての別業において，別業を中心に，半径

約3kmの距離内で（平均の囲繞距離Lは1.22km）閉鎖的
な領域空間を形成していることが分かった．この領域空

間の規模（Lの分布）にはばらつきがあり，500m前後と
平均前後，1.8km前後の大きく3つに分かれて分布した．
ただし，各別業から見られる山の範囲は，500m~1.5kmの
距離の領域に集中した．この領域空間の規模の違いは，

空間的特性の違いを生む．領域空間の規模が小さいほど，

囲まれる感覚はより強くなると考えられる．また山の見

えに関しても，500m前後の距離では，一本一本の樹木
が主な眺める対象になり，1.5km前後の距離では，樹木

の樹幹のテクスチャーがおりなすあやが，主に眺める対

象となるなど33)，見え方は異なる． 

 

(3) 眺望性の評価 

 別業においては，山による囲繞性が強いことが分かっ

た．山による囲繞性だけを得るためなら，別業は山中に

造営すればよいが，山中には見られなかった．そこで，

野や都への眺望を意味する俯瞰の見通しが重視されてい

たのではないかという仮説が浮かび上がる．そこで，こ

れを検証するために，仰角 0°以下の可視範囲の分布か
ら，距離約 3km 地点における可視範囲の水平角度を測
定することで，地形条件による見通しの程度を評価する．

その結果(図-8)，全ての別業で 3km 地点が可視範囲と
なり，その水平角度の平均値は 57.5°であることが分か
った．これは水平方向の静視野とほぼ同等である．また，

一箇所を除いたほとんどの場合で 90°以下であった．こ
の結果から，別業では囲繞だけでなく，見通しにも優れ

ていた可能性があったことが分かった．別業の造営にお

いて，囲繞感を得やすい山中に造営せずに野を選んだの

は，野の空間の広がりの享受が関係している可能性が浮

かび上がった． 
 

(4) 周辺地形を考慮した地形的囲繞の分類 

 以上の結果から，各別業に共通して地形による囲繞が

みられ，それにより視覚的に閉鎖された領域空間が形成

されていたことが明らかになった．別業毎に領域空間の

規模には大きく差異が見られたが，これは周囲の地形条

件によって生じている．そこで本節では，領域空間の規

模と，別業周囲の地形条件に着目して，地形的囲繞を類

型化し，各囲繞の型ごとに空間的特性の考察を行った． 
地形的囲繞のタイプは第一に，領域空間の規模によって

分類が可能である（図-6）．地形的囲繞によって視覚的

な領域を形成する境界までの距離（囲繞距離）が，方角

に関わらずほぼ一定して大きい場合を広域囲繞とし，逆

に囲繞距離が方角に関わらずほぼ一定して小さい場合を

狭域囲繞とする．ほとんどの場合，広域囲繞は一定の距

離を保ちながら離れた山並みによる囲繞，狭域囲繞は谷

などの凹状の地形による囲繞となる．また，囲繞距離が

（囲繞距離） （地形条件） 

全方向大 

大小混成 

全方向小 

山並み 

凹状地形 

山並み＋凹状地形 

山並み＋凸状地形 

Ａ：広域囲繞 

Ｃ：狭域囲繞 

Ｂ-1：凸型・複合囲繞 

Ｂ-2：凹型・複合囲繞 

［分類方法］ ［概念図］ 

図-9 地形条件に基づく地形的囲繞の分類 

（A） （B-1） （B-2） （C） 
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    写真-1 大沢池から望む山並み（撮影・パノラマ作成：筆者） 

 
方角によって大きく異なる場合，すなわち距離を保った

山並みと近傍の地形によって一体的に囲繞される場合を

複合囲繞とする．複合囲繞は，囲繞を形成する近傍の地

形条件によって，1) 後背山（近距離の独立峰）などの凸
状地形との複合囲繞，2) 谷や扇頂部，小盆地などの凹状
地形との複合囲繞とに分類できた．以上の結果，地形的

囲繞を 4つのパターンに分類することができた（図-9）．
以下では，それぞれの地形的囲繞の型ごとに，空間的特

性について述べる． 
(A)  広域囲繞 

 a～dの別業はいずれも， 1~3kmの距離を可視範囲とし
て山並みに二方向以上を囲繞されている．主な囲繞構成

面は，500m~1500m離れた，仰角5~10°程度の山並みで
ある（次頁図-10，11）．囲繞構成面となる山の立ち上が

り部まで500m以上の距離を保つことで，山に囲繞され
た広大な野の領域空間が生まれている．また，山までの

距離を保っているため，別業から眺めた際には，周囲の

山並みは高低の変化が小さくなだらかに見える． 
 嵯峨院（a）においては，東-北-西にかけてを完全に山並
みに囲繞されている．西から南にかけては小倉山に囲繞

され広大な閉鎖的領域空間を形成している．嵯峨院の苑

地とされる大沢池からは，今も三方に山並みを望むこと

ができる．この池の水面の広がりは，視点場近傍の視界

遮蔽物をなくし，周囲の山並みを見渡すために大きな役

割を果たしている（写真-1）．周囲の地形は平安時代か

ら大きく変化がないと考えられるため，同様の眺めが得

られていたと推察できる． 
 良房山荘（白河院）（c）においては，南-東-東北にかけ
て山並みに囲繞され，北側を丘陵によって視界が遮られ

ることで，広大な閉鎖的領域空間を形成している．この

白河の地には，藤原氏をはじめとする数多くの別業の造

営があり，院政の舞台ともなった． 
(B-1)  凸型・複合囲繞 

 e，fの別業は，近距離で高仰角の山に隣接し，その前
後に1~3kmの距離を可視範囲として山並みに囲繞されて
いる．主な囲繞構成面は，近距離の山（凸状地形）の山

腹と，500m~2000m離れた，仰角5~9°前後の山並みで
ある．定家山荘からみた小倉山，人康山荘からみた柳山

ともに仰角が大きく（図-4），空間は明確に方向付けさ

れている． 

 

     写真-2 宇治川畔から望む山並み（写真鑑, 1881） 

 
 山科盆地の最北部に位置する人康山荘（f）は，野に突
出した柳山の山麓の突端部に位置し，周囲をぐるりと山 

科盆地の山並みに囲繞されている（図-10，11）． 
(B-2)  凹型・複合囲繞 

 g～iの別業は，扇状地の扇頂部や谷などの凹状地形の
内部に立地し，この地形に囲繞されながら，500~2kmの
距離を可視範囲として山並みに囲繞されている．主な囲

繞構成面は，数百メートルの範囲で別業を取りまく凹状

地形の斜面と，500m~2000m離れた，仰角5~9°前後の
山並みである（図-10，11）．凹状地形により小規模な領

域空間を形成しながら，その外側に山並みによる囲繞さ

れた領域空間を形成しており，二重に囲繞された領域空

間の形成がみられる． 
 源融別業（g）では，北東-南東にかけての宇治川を挟んだ
300~500mの範囲の山並みが主な囲繞構成面であり，その
優れた山容景観の評価は高い34）（写真-2）．南方は近距

離の山，北東-北は数キロ離れた山並みによって囲繞さ
れている． 
 南淵年名別業（i）は，東を修学院山，北をその支脈に，西
の横山に近距離を囲繞されながら，1km~2km離れた東
山の山並みに囲繞されている． 
氏宗山荘（j）では，仰角 5°以上の範囲 θ が他の型に比
べて小さいものの，黒谷と吉田山一帯が西-北にかけて
視界を遮ることで，閉鎖的な領域空間を形成している． 
(C)  狭域囲繞 

k～n の別業は，凹状地形の内部に立地し，主に 1km
以内を可視範囲として，近距離の山に囲繞されている．

主な囲繞構成面は，数百メートルの範囲で別業を取りま

く凹状地形の斜面である（図-10，11）．この凹状地形が非

常に小規模で閉鎖的な領域空間を形成している．また一

方は囲繞された空間の外側の平地に向けて開かれている． 
 実能山荘（l），仲資王別業（m）ともに 5,600m 程度を直
径とする凹地の中央付近に立地し，小規模な領域空間を

形成しており，一方で平地に対して開いている． 
 

(5) 考察 

a）別業の用途と空間との関係 

 別業造営の目的は，遊猟における休息や，漢詩・和歌

の会や管絃・酒宴を開くこと，隠居であったとされるこ

とは前章までに述べたが，その造営の地の選定にあたっ

ては，用途に適した場所を選んだと推察できる．本章で
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       図-12 別業を中心とした地形的囲繞空間の構造 

 
明らかにした別業の共通の空間的特性として，山に囲ま

れ豊かな自然性を有し，視覚的に閉鎖された領域空間を

形成し，見通しに優れていた可能性があったことを示し

たが，このような空間的特性が，私的空間としての別業

の造営地の選定において重要視されていた可能性が浮か

び上がった．これらの空間的特性は，都からわずかに数

キロメートル離れた場所である別業が，都とは異なる場

所として認識されるためには，必要な空間的条件であっ

たと考えることができる． 
b）平安京周辺部における地形的囲繞空間の連なり 

 以上の考察から，平安京周辺部，すなわち京都盆地の

三方の山裾部に立地した別業においては，空間的特性の

異なる様々なタイプの地形的囲繞がみられることが分か

った．本論では，別業ごとに地形的囲繞の考察を行った

が，この結果を以て再び京都盆地全体を眺めると，平安

京周辺部においては，各別業を中心とする様々な形の地

形的囲繞空間が連なる構造をなしていると解釈すること

もできる（図-12）．この地形的囲繞は平安時代の都市

構造を読み解く上で，重要な手がかりとなると考えられ

る．また，このような空間的特性は，現在においても，

別業の地を中心とする寺院群や名所の風景の骨格を表し

ているという点で重要であると考えられる． 
 

 

4.  結論 

 

 本研究で得られた知見をまとめると以下のようになる． 
・文献資料の記述から，別業では，周囲の山並みの景観

や，山に四方を囲繞されることや，四方を展望すること

や野の広がりを感じることが評価されていたことが確認

できた．また，地形が別業の地と都の俗塵と隔てる境界

として認識されていたこと，別業では山に囲繞されるだ

けでなく，四方を展望することや野の広がりを感じるこ

とも評価されていたことが確認できた． 

・平安京郊外の別業を対象に，地形がつくる空間的・景

観的特性について， 1) 山の仰角と見渡し角度による囲
繞性の評価，2) 可視領域・囲繞距離からみた空間の閉鎖
性と領域空間の規模の評価，3) 眺望性の評価，を行った
結果，1) 別業においては，共通して，二方向以上を視対
象となる山に囲まれていた（仰角 5°以上の水平角が
130°以上）こと，2) 別業においては，地形が可視範囲を
限定することで，視覚的な閉鎖空間が形成されており，

その空間領域の規模は周囲の地形条件によって大きく異

なったこと，3) 全ての別業に共通して，地形に囲繞され
ると同時に，俯瞰景・見通しが得られた可能性があった

ことを明らかにした． 
・視覚的な閉鎖空間の領域規模と，別業周囲の地形条件

に着目して，地形的囲繞を類型化した結果，地形的囲繞

は，1) 500m 以上離れた山並みによって囲繞され，広大
な領域空間の形成がみられた広域囲繞，2) 近距離の山と
山並みとの複合的な囲繞がみられた凸型・複合囲繞，3) 
凹状地形の内部に位置し，谷による囲繞と山並みとの複

合的な囲繞がみられた凹型・複合囲繞，4) 谷による囲繞
により，小規模な領域空間の形成がみられた狭域囲繞の

4つに分類できた． 
・平安京周辺部においては，別業を中心とする様々な形

の地形的囲繞空間が連なっていることを明らかにした． 
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SPATIAL CHARACTERISTICS OF THE TOPOGRAPHIC ENCLOSURE  
IN THE VILLAS OF THE HEIAN PERIOD  

 
Keita YAMAGUCHI and Masashi KAWASAKI  

 
   There are many places of scenic beauty and Japanese gardens that were originally villas of the Heian 
period at the base of mountains in Kyoto. In this paper, we discussed spatial characteristics of the villas, 
especially focusing on the functions of the topographic formation around them. As a result, it is clarified 
that 1) Most of the villas were surrounded by mountain, 2) the surrounding landform makes enclosed 
spaces around villas, 3) villas acquired both a prospect and an enclosure. And we categorized spatial 
characteristics of this topographic enclosure into 4 types according to their topographic conditions and 
spatial scales, and characteristics of the enclosure. These enclosed spaces around villas clustered in the 
outskirts of Heian-kyo. 
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